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が重層構造をなしている。それは、「私」が秋川ま え 肖像画を描きな ら、絵を描く との要諦を そこに描かれるべき物語
、、、、、、、、、、、
を見出す



















































































ルセポネーが冥界の柘榴を口にして、三分の一は冥界 住人とな たことを踏まえているのではないだろ か。
（８）
ただ、「私」は渡し守の肖
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じ年頃の少女であり、「妹にどこか似た雰囲気を持って」いる。一方、「私」は後に妻になるユズを「一目見ただけで唐突に、まるで雷 打たれたみたいに」心を奪われるが、それはユズ 「死んだ妹のことを私に思い出させた」からであった。このまりえとユズをつなぐ扇 要に位置するコミは、どのような存在なのだろうか。
 
 
亡くなる前に彼女は、 富士の風穴において 細い穴をくぐって抜け」 、




















































界巡りとしての東北旅行中であ 。旅行後の「私」は、鏡を見て「そこに映っている私 顔は、どこかで二つに枝分かれしてしまった自分の、仮想的な片割れに過ぎない」と思うが、これ 鏡によって「僕がそうあるべきではな 形での僕」に出会ってしまう「鏡」
（１０）
を想起させ











































































































の現世的姿に分裂して現れる いう『騎士団長殺し』での女性表象は、泉鏡花や谷崎潤一郎の描 た「母恋 」の物語に酷似 ていると言えるだろう。
（１５）
一方、村上春樹が鏡花や谷崎と異なっているのは、男性も















扉を開いて『騎士団長殺し』の絵を発見することによる。また、この物語が収束に向かうのは、「私」が再び屋根裏の床の扉を開いて りえとともに『騎士団長殺し』と『白いスバル・フォレスター 男』絵を仕舞うことによる。「騎士団長殺し と顔ながの出現は連動し、騎士団長の血が流される。そ 結果、見出されたまりえは、屋根裏で「森の叡智」であるみみずくに出会い、今ま こわば に亀裂が生じ穴が開いたかのように涙 流す 騎士団長の流す血とまりえの流す
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肉体関係を持つことは、道路でたまたますれ違った人に時刻を尋ねるのと同じくらい普通のこ のように思え だ」と う「私」について、大森望は「ほとんど炎上狙い」
（１８）
と非難する。しかし、このような














































































































































ァンのように、村上春樹作品に耽溺す 村上春樹 読者「諸君」なのである。さまざまな歴史的災厄に遭遇し、その度に破滅寸前の危機に見舞われ、それでもなんとかして事態を切り抜けながら、時間が経つと結局同じことを繰り返して現在に至る現実世界の人間「諸君」は、現代の「入定の定助」である。雨田具彦の『騎士団長殺し』 ア シュルスに対応するならば、村上春樹 『騎士団長殺し』が対応するは現代のアンシュルス的な何か
、、
であろう。その一つは、東日本大震災
であるが、村上春樹的世界では阪神淡路大震災にオウム事件が対応していたように 東日本大震災に対応する人的災厄があるのかもしれない。東日本大震災だけでは終わっていない可能性は プロローグ 配













































































 compliance practitioner 承諾誘導技術








































































九六六・三、白水社）によ ば「オルペウスは言いよう ない恋しさにとらわれて、愛す 妻の息遣いか、衣ず の音が聞こえないかと耳をすました。――けれども あたりは死のようにしん 静まりかえっていた」。前掲『ギリシャ・ローマの神話が くわかる本』によれば「足音も息遣いも聞こえないことが 彼 不安をいっそうかき立てた 。
 
（８）アポロドーロス『ギリシア神話』（一九七八・六、岩波文庫）によれば




















































































































15 拙稿「『草迷宮』 『吉野葛』をあわせて論ず」（『日本文化研究所究報告』第三二集、一九九六・三 参照
 
















22 「目じるしのない悪夢」 前掲『ア ダ グラウ ド』）
 
23 『ねじまき鳥クロニ ル』第三部（一 九五・八、新潮社）
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（
12）西田谷洋『村上春樹のフィクション』（二〇一七・一二、ひつじ書房）
は、 「二重メタファーは、 『海辺のカフカ』の「相互メタファー」のバリエーションである」ことを指摘している。
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